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【資料７】 
 

○国立大学法人福岡教育大学教員選考基準に関する規程 

(制定 平成23年3月22日) 

改正 平成27年2月27日 平成27年3月31日 

平成27年6月25日 平成28年11月30日 

平成31年3月28日 
 

 

(趣旨) 

第1条 この規程は，国立大学法人福岡教育大学教員選考規程第5条第2項の規定に基づ

き，国立大学法人福岡教育大学運営規則第26条第1項第1号から第5号に規定する職

員(以下，「大学教員」という。)の選考における基準を定めるものとする。 

(選考基準) 

第1条の2 大学教員の採用，昇任又は配置換の選考は，次の該当する条項の資格を有す

る者について，人格，経歴，専門分野，研究業績，教育上の能力，学界及び社会にお

ける活動，学内運営活動，教育に対する意欲等を考慮して行う。 

(教授の選考) 

第2条 教授の選考は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，大学における教育を担当す

るにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行わなければならな

い。 

(1) 博士の学位(外国において授与されたこれに相当する学位を含む。)を有し，優れ

た研究上の業績を有する者 

(2) 研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者 

(3) 学位規則(昭和28年文部省令第9号)第5条の2に規定する専門職学位(外国にお

いて授与されたこれに相当する学位を含む。)を有し，当該専門職学位の専攻分野に

関する実務上の業績を有するとともに，研究上の業績が優れていると認められる者 

(4) 実技を伴う音楽教育，美術教育，保健体育等の分野については，特殊な技能に秀

でていると認められ，研究上の業績が優れていると認められる者 

(5) 大学において教授，准教授又は専任の講師の経歴(外国におけるこれらに相当する

教員としての経歴を含む。)があり，研究上の業績が優れていると認められる者 

(6) 専攻分野について，特に優れた知識及び経験を有すると認められ，研究上の業績

が優れていると認められる者 

(7) 教職大学院の実務家教員については，特に優れた知識及び経験を有すると認めら

れ，教育実践上の業績が優れていると認められる者 

(准教授の選考) 

第3条 准教授の選考は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，大学における教育を担当

するにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行わなければならな

い。 
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【資料７】 
 

(1) 前条各号のいずれかに該当する者 

(2) 実技を伴う音楽教育，美術教育，保健体育等の分野については，優れた技能を有

すると認められ，研究上の業績を有する者 

(3) 大学において助教又はこれに準ずる職員としての経歴(外国におけるこれらに相当

する職員としての経歴を含む。)があり，研究上の業績を有する者 

(4) 修士の学位又は学位規則第5条の2に規定する専門職学位(外国において授与され

たこれらに相当する学位を含む。)を有し，研究上の業績を有する者 

(5) 研究所，試験所，調査所等に在職し，研究上の業績を有する者 

(6) 専攻分野について，優れた知識及び経験を有すると認められ，研究上の業績を有

する者 

(7) 教職大学院の実務家教員については，優れた知識及び経験を有すると認められ，

教育実践上の業績を有する者 

(講師の選考) 

第4条 講師の選考は，次の各号のいずれかに該当する者について行わなければならな

い。 

(1) 教授又は准教授の資格に準ずる者 

(2) その他特殊の専攻分野について，大学における教育を担当するにふさわしい教育

上の能力を有すると認められ，研究上の業績を有する者 

(助教の選考) 

第5条 助教の選考は，次の各号のいずれかに該当し，かつ，大学における教育を担当す

るにふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行わなければならな

い。 

(1) 教授又は准教授の資格に準ずる者 

(2) 修士の学位又は学位規則第5条の2に規定する専門職学位(外国において授与され

たこれらに相当する学位を含む。)を有し，研究上の業績を有する者 

(3) 専攻分野について，知識及び経験を有すると認められ，研究上の業績を有する者 

(助手の選考) 

第6条 助手の選考は，次の各号のいずれかに該当する者について行わなければならな

い。 

(1) 学士の学位(外国において授与されたこれに相当する学位を含む。)を有する者 

(2) 前号の者に準ずる能力を有すると認められる者 

(事務) 

第7条 この規程に定める選考基準に関する事務は，人事企画課において処理する。 

(雑則) 

第8条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は，教育研究評議会における審議の

後，学長が別に定める。 
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【資料７】 
 

附 則 

1 この規程は，平成23年4月1日から施行する。 

2 この規程施行の際現に在職している大学教員については，この規程により選考された

ものとみなす。 

3 国立大学法人福岡教育大学教員選考基準(平成16年9月13日制定)は，廃止する。 

附 則(平成27年2月27日) 
 

この規程は，平成27年4月1日から施行する。 

附 則(平成27年3月31日) 
 

この規程は，平成27年4月1日から施行する。 

附 則(平成27年6月25日) 
 

この規程は，平成27年6月25日から施行する。 

附 則(平成28年11月30日) 
 

この規程は，平成28年11月30日から施行する。 

附 則(平成31年3月28日) 
 

この規程は，平成31年4月1日から施行する。 
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【資料８】 
 

○国立大学法人福岡教育大学教員選考基準に関する細則 

(制定 平成23年3月22日) 

改正 平成27年2月27日 平成31年3月28日 
 

(趣旨) 

第1条 この細則は，国立大学法人福岡教育大学教員選考基準に関する規程第8条の規定

に基づき，大学教員に係る選考基準の適用及び取扱いに関し必要な事項を定めるもの

とする。 

(研究上の業績) 

第2条 「研究上の業績」については，次に定めるところによる。 

(1) 教授，准教授，講師及び助教の選考に係る「研究上の業績」の解釈については，

各専門分野の特性を配慮して定めるものとし，教育研究評議会で承認された申合せ

による。 

(2) 「論文」及び「学会発表」の解釈について 

イ 「論文」とは，関係学会誌又は紀要等に掲載済みのものをいう。論文数は通算

する。また，著書は論文に換算する。 

ロ 「学会発表」とは，関係学会において発表済みのものをいう。学会発表は通算

する。 

(教育上の能力) 

第3条 教授，准教授，講師及び助教の選考に係る「教育上の能力」については，以下に

示す教育上の業績をもって総合的に判断する。 

(1) 大学(高等教育)における教育指導の改善への積極的貢献 

イ 作成した教科書・教材，高等教育における教育実践に関する調査・実践報告，

論文等 

ロ 高等教育実践に関する研修(ファカルティ・ディベロップメント活動への参加，

大学の授業研究会への授業公開，大学教育実践に関する研究プロジェクトへの参

加)等 

ハ その他高等教育実践(大学におけるクラブ活動指導，留学生指導を含む。)に関

わる顕著な業績等 

(2) 大学(高等教育)における教育指導の実績(センター所属の教員にあっては，当該セ

ンター業務を含む。) 

イ 大学において授業を担当した年数 

ロ 前年度担当授業科目名 

ハ 卒業研究・修士論文を指導した学生数 

ニ その他 

(3) 大学(高等教育)における教育指導上の努力点 
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イ 特に行っている授業改善の努力点等 

(4) その他 

イ 大学(高等教育)における教育経験を有しない者にあっては，詳細なシラバスや

担当予定の授業科目の展開構想等 

ロ 大学(高等教育)以外における教育活動等 

(学界及び社会における活動) 

第4条 教授，准教授，講師及び助教の選考に係る「学界及び社会における活動」につい

ては，以下に例示する活動実績等をもって総合的に考慮する。 

(1) 所属学会 

(2) 学会・学術団体等役員 

(3) 学外審議会・委員会等の役職・委員 

(4) 教育委員会・諸学校等との連携(附属学校園を含む) 

イ 研究会・講演会等の講師，審査員等 

ロ 授業等の指導助言 

ハ 教育相談・カウンセリング・コンサルテーション・コーディネーション等 

ニ 出前授業 

(5) 公開講座・認定講習・大学開放事業 

イ 事業の企画 

ロ 講師 

(6) 生涯学習及び地域社会等への貢献 

イ 地域の研究団体・サークル・教室等の講師，指導助言，審査員等 

(7) 受託研究の受入 

(8) 国際貢献 

イ 国際交流活動 

ロ 共同研究・事業参画等 

ハ その他の国際貢献活動 

(学内運営活動) 

第5条 教授，准教授及び講師の選考に係る「学内運営活動」(採用の場合は，前組織に

おける運営活動実績)については，以下に例示する活動実績等をもって総合的に考慮す

る。 

(1) 管理・運営 

イ 役職 

ロ 委員会等での役割，担当 

ハ 健康管理担当者等 

ニ センター長・ユニットの各代表者・専攻主任等 

ホ ユニット等内各種業務担当者 
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(2) 外部資金等 

イ GP等競争的外部資金申請代表者 

ロ GP等採択事業推進代表者 

(教育に対する意欲) 

第6条 教授，准教授，講師及び助教の選考に係る「教育に対する意欲」については，以

下に例示する抱負書の記載内容をもって総合的に考慮する。 

 イ  授業に関する事項 

 ロ  卒業研究等の指導に関する事項 

 ハ  その他人間形成の支援に関する事項 

(雑則) 

第7条 この細則に定めるもののほか，必要な事項は，教育研究評議会における審議の

後，学長が別に定める。 

附 則 

1 この細則は，平成23年4月1日から施行する。 

2 廃止前の福岡教育大学教員選考基準内規により制定されていた各部会の申合せ並びに

廃止前の国立大学法人福岡教育大学教員選考基準内規により制定されていた申合せ

を，当分の間，第2条第1号の規定により制定された申合せとみなして適用する。 

3 廃止前の福岡教育大学教員選考基準内規により制定されていた各部会の申合せのう

ち，「助教授」は「准教授」に，「助手」は「助教」にそれぞれ読み替え，前項に準

じて適用するものとする。 

4 国立大学法人福岡教育大学教員選考基準内規(平成16年9月13日制定)は，廃止す

る。 

附 則(平成27年2月27日) 
 

この細則は，平成27年4月1日から施行する。 

附 則(平成31年3月28日) 
 

この細則は，平成31年4月1日から施行する。 
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研究上の業績の解釈に関する教職実践講座申合せ

制 定 平成２２年 ７月１６日

福岡教育大学教員選考基準内規第１項に係る「研究上の業績」の解釈について，

教職実践講座は以下のとおり申し合わせる。

１ 教授にあっては，著書・論文２０篇以上で，かつ最近５年以内の業績を有す

ることを原則とする。

２ 准教授にあっては，著書・論文１０篇以上で，かつ最近５年以内の業績を有

することを原則とする。

附 則

この申合せは，平成２２年７月１６日から施行する。

【資料９】
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